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はしがき

本研究では、様々な光学活性アルコール類の生産フ。ロセスに利用可能な「汎

用型不斉還元酵素モジューノレJの開発を目的に、各種カルボニノレ還元酵素に関

する酵素化学的情報および遺伝子情報をもとに効率的な不斉還元システムの構

築を目指して研究を進めた。その結果、所期の目的を達したので本報告書を作

成した。
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